
附 2-1  

附附属属書書22（（参参考考））  UUMMLL表表記記法法  

本附属書について 

附属書２は、道路基盤地図情報（整備促進版）製品仕様書の応用スキーマUMLクラス図で使用する表

記法について解説する。 

UML表記法 

応用スキーマ UML クラス図は，データの構造を示す概念モデルであり，ISO 19501 Information 

technology -- Open Distributed Processing -- Unified Modeling Language (UML) Version 1.4.2 による統一モデ

リング言語(UML:Unified Modeling Language)の静的構造図の表記法を用いて記述される。 

以下に，本製品仕様書の応用スキーマ UMLクラス図で使用する表記法を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 UMLクラス図の表記例 

 

<<Abstract>>
クラスA

+属性1 ：CharacterString
+属性2 ：Integer [0..1]

<<Dataset>>
データ集合クラス

<<Feature>>
クラスC

+属性3 ：Boolean

ステレオタイプ

クラス名

属性

継承

具象クラス

object 1..*

抽象クラス

データ集合クラス
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用語 表記法 

クラス 3 つの箱から構成される。上段には，クラスのステレオタイプおよびクラス名，中段に

はクラスの属性，3 段目にはクラスの操作を記述する。 

ただし，データ構造の記述においては，操作を定義しないため，3 段目の箱は空欄とな

る。 

ステレオタイ

プ 

クラスの種類を表す。本製品仕様書では，以下の 4つのステレオタイプを使用する。 

<<Dataset>> データ集合クラス。道路基盤地図情報として作成される

全ての<<Feature>>のインスタンスを objectにより束ねる

役割をもつ。 

<<Abstract>>  抽象クラス。直接インスタンスにはならず，これを継承

する下位の地物がインスタンスとなる。 

<<Feature>>  地物を示す具象クラス。インスタンスになる。 

 <<type>> 地物の属性の型として利用されるクラス。 

クラス名 クラスを識別するための名称。応用スキーマ内で一意にならなければならない。 

属性 クラスの特性。属性名，属性の型および多重度から構成される。 

属性名は，属性を識別するための名称であり，クラス内で一意でなければならない。

属性の型とは，属性が取りうる値の型である。多重度とは，属性を記述可能な回数で

ある。なお，多重度が記載されていない場合、多重度は「1」となる。 

属性の型の例 

CharacterString：文字列型 

Integer：整数 

Real：実数 

Boolean：真偽値 

GM_Point：点 

GM_Curve：線 

GM_Surface：面 

多重度の例： 

 [0..1]   0 または 1 

  [0..*]  0 以上 

  [1..*]   1 以上 

  [m..n] m以上 n以下 

  [m,n]  mまたは n 

 

継承 上位となるクラスの特性やそのクラスが持つ関係を，下位となる別のクラスが受け継

ぐこと。 

上位クラス側に「白い三角」を付ける。 

継承により上位クラスと結ばれた下位クラスは，自身に記述された属性や関係のみな

らず，上位クラスが持つ属性や関係も持つ。 

 

UMLクラス図の表記例において，クラス Cは，属性 3 だけではなく，上位クラスであ

るクラス Aに定義された属性 1及び属性 2 を持つ。 


